
高旬麗古墳群

平壌 (ピョンヤン)

の周辺には多くの

古墳があり、墓室

内には壁画が描か

れている。世界遺

産にも登録された。
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唐の冊封を受ける。
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平安時代

■ 1観露婚鰹瑶
の最大勢力となる。

一
　
細

4ヽ4  
月員,串

●

'四

,比 (扶餘 )●

ノヽ
″ヽ‐

i

選‐

●金城
(慶州)

「

「

「

讐
'

?～ 660年。早くから
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もよばれる。562年に

新羅に併合される。

日本
(飛鳥時代)

朝
鮮
半
島
で
は
、
中
国
の
影
響
を

受
け
つ
つ
国
が
形
成
さ
れ
、

新
羅
が
統

一
を
果
た
ｔ

日
本
を
含
む

古
代
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
が
確
立
す
る
。

唐
の
力
を
借
り
て
朝
鮮
を
統

一
、

日
本
の
影
響
力
を
排
除

朝
鮮
半
島
で
は
、
一則
２
世
紀
に
衛
氏
朝
鮮
が

興
っ
た
が
、
一則
１
０
８
年
に
前
漢
の
武
帝
に
減

ぼ
さ
れ
、
朝
鮮
四
郡
と
し
て
漢
帝
国
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

朝
鮮
四
郡
は
後
漢
末
期
に
楽
浪

喜
甲
方
の
２

郡
に
再
編
さ
れ
た
が
、
北
部
を
根
拠
と
す
る
高

句
一麗
が
３
１
３
年
に
楽
浪
郡
を
減
ば
し
た
。

半
島
南
部
は
韓
族
の
馬
韓
、
辰
韓
、
弁
韓
に

ま
と
ま
っ
た
の
ち
、
帯
方
郡
を
減
ば
し
、
４
世
紀

半
ば
に
い
た
っ
て
百
済
、
新
羅
が
興
る
と
、
一呂
句

一麗
を
含
め
た
三
国
の
勢
力
が
拮
抗
す
る
。
中
国

の
南
北
朝
時
代
、
フ」
れ
ら
三
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ

北
朝
、
南
朝
の
冊
封
を
受
け
て
い
た
が
、
隋

・
唐

●
５。
、

５‐
参
照
）
に
よ
っ
て
中
華
帝
国
が
再
建
さ
れ

る
と
、
情
勢
が
変
化
す
る
。

高
句
一麗
を
脅
成
と
し
た
隋
は
、
３
次
に
わ
た

っ
て
遠
征
軍
を
送
る
が
、
す
べ
て
撃
退
さ
れ
た
。

し
か
し
、
唐
が
新
羅
と
結
ぶ
と
、
半
島
内
の
勢

力
関
係
の
均
衡
が
崩
れ
、
百
済
、
一呂
句
麗
が
相

次
い
で
新
羅
に
減
ぼ
さ
れ
た
。
６
７
６
年
、
新

羅
は
唐
の
影
響
力
も
排
除
し
、
朝
鮮
半
島
に
初

め
て
の
統

一
国
家
を
建
て
た
。

こ
の
間
、
日
本

（倭
）
は
、
再
興
を
企
て
る
百

済
の
遺
臣
を
援
助
し
て
半
島
に
軍
を
派
遣
し
た

が
、自
村
江
の
戦
い
で
大
敗
し
た
。

新
羅
は
、
改
め
て
唐
に
朝
貢
し
て
そ
の
冊
封

を
受
け
つ
つ
、
中
央
集
権
国
家
を
建
設
す
る
。

ま
た
、
仏
教
を
保
護
し
、
仏
教
文
化
が
繁
栄
し

た
。
新
羅
の
支
配
体
制
は
８
世
紀
半
ば
ご
ろ
か

ら
崩
れ
は
じ
め
、

１０
世
紀
に
高
一麗
に
よ
っ
て
減

ぼ
さ
れ
る
。

一
方
、
中
国
東
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
に

は
高
句
麗
の
遺
民
と
株
褐
人
に
よ
る
渤
海
が
興

り
、
唐
の
制
度
を
取
り
入
れ
つ
つ
８
～
９
世
紀

に
栄
え
た
。
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高 句 麗

“済轟型癬

転百

飛鳥時代

高句麗の第 19代王。好太王 (こうたいおう)と もいう。百済、新羅をたびたび攻撃するとともに、西方の燕 (え ん)などとも激し
く争つて領土を拡大、高句麗最盛期の基礎を築いた。また、しばしば朝鮮半島に軍を送つた日本 (倭)も退けた。その活躍のよ
うすは、息子である長寿王 (ち ょうじゅおう)が414年に建立した、広開土王碑 (中 国吉林省集安県にある)に記されている。
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岬
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各

束

お

石窟庵、仏国寺

新羅の宰相、金大

城 (きんだいじょう)

が建てた。建築、

仏像ともに朝鮮仏

教芸術の至宝。

8世紀の朝鮮半島

白村江の戦い

唐・新羅連合軍が日本。百済連合

軍に大勝した海戦。百済復興は

かなわなかつた。
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